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このたび以下の研究を実施いたします。本研究への協力を望まれない場合は、問い合わせ窓口へご連

絡ください。研究に協力されない場合でも不利益な扱いを受けることは一切ございません。 

本研究の研究計画書及び研究の方法に関する資料の入手又は閲覧をご希望の場合や個人情報の開示

や個人情報の利用目的についての通知をご希望の場合も問い合わせ窓口にご照会ください。なお、他の研

究参加者の個人情報や研究者の知的財産の保護などの理由により、ご対応・ご回答ができない場合があり

ますので、予めご了承ください。 

 

【研究計画名】  

多用途生体情報計測システムを用いた衝動性、攻撃性の客観的アセスメント法の開発 

【研究責任者】  

国立精神・神経医療研究センター 病院第一精神診療部 精神科医 野田隆政 

【本研究の目的及び意義】 

誰でも、感情が高ぶったりすることで、つい先走って行動してしまい、失敗しまったという経験があると思い

ます。このような行動の理由の一つに、衝動性が関係していると言われていますが，衝動性には様々な要

素が含まれていて，社会的に逸脱した行動のリスクを評価するためには、どのような衝動性を評価し、マネ

ジメントしたらよいのかという点はいまだ明確ではありません。 

今回の研究では、この衝動性について，感情などと関連した主観的な部分と，脳活動や発汗などの生理

学的指標を用いた客観的な側面から検討し，衝動性の評価法を確立することを目的としています。 また、

本研究は、以前に当センターにおいて実施していた「生物・心理・社会的諸要因からみた衝動性評価に関

する基礎的研究」の知見を深めることを目的として行われる研究でもあるため、以前の研究に参加いただい

た方の各種データを利用させていただいと思っています。                                                  

【本研究の実施方法及び参加いただく期間】 

対象となる方 

  2014年6月20日より現在にかけて、「生物・心理・社会的諸要因からみた衝動性評価に関する基礎

的研究」に参加された方 

利用する試料・情報等  

情報等：基本情報（性別、年齢、最終学歴等）と、各種検査データ 

研究期間 

2015年8月28日より 2020年6月30日まで 

 

2018年5月 

○問い合わせ窓口 

国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター 病院 

所属 第一精神診療部  氏名 野田 隆政 

電話番号 ０４２－３４１－２７１１（代） 

 

○苦情窓口 

国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター倫理委員会事務局 

e-mail：ml_rinrijimu※ncnp.go.jp（「※」を「＠」に変更ください。）      


